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論文

「病気」の表現活動にみる生存者の肯定の技法

杉本洋・伊藤泰信（北陸先端科学技術大学院大学）
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I はじめに

人類学およびその隣接領域では、「病

気」を生きる人々の実践や経験について、

医療の近代化による二項対立的な病気と

健康の間を生きる境界領域の複雑性や実

践の機微が明らかにされている［近藤

2004; 浮ヶ谷 2007;浮ヶ谷 2004;田垣

2006]。

それらと通底する問題意識を有しつつ、

病気や障害を生き抜いてきた人々を、患

者や被害者ではなく生存者（サバイバー）

1)という観点から考察する試みが始まっ

ている。

「病気」を持つ人々の考え方や暮らし

を見据える上では、人々自身の経験や暮

らす環境について、病気や障害が持つ欠

落や苦痛にとどまらない包括的な理解が

求められる。そこで、生存者という観点

からとらえる動きが出てきていると言え

る[Herman 1992=1996 ; Evans and 

Sullivan 1995=2007; Lifton 1968=2009]。

特に、被虐待経験、精神疾患、がん、災

害、戦争などの状況を生き抜いてきた

人々を生存者（サバイバー）と位置づけ、

いわゆる被害者や患者という位置づけを

超えた生存者の回復の過程やそこに至る

経験を明らかにする取り組みがなされて

いる[Lifton 1968=2009 ; 近藤・峰岸

2006]。

ここで付言しておくが、本稿で、カギ

カッコ付きの「病気」は、「患うこと

(suffering)」の経験を含んだ「病気

(illness)」のみならず、障害をはじめと

する様々な生きづらさ（場合によっては

病気や障害とは一般に見なされないもの

をも含む）を抱える人々の経験を緩やか

に指し示すものとしたい。

それでは、生存者たちはいかにサバイ

ブしているのだろうか。生きづらさを生

きるための方途の 1つとして、肯定が挙

げられる。

生存者の回復過程は、個別的で複雑で

あるものの、一定のパターンを見いだす

とするならば、安全の確立、想起と服喪

追['卓、通常生活との再結合の 3段階の過

程を経ることが示されており、「病気」を

抱えた人々の回復の過程においては、自

己を肯定することが基本的な要素とされ

る [Herman1992=1996]。

本稿は、病気や障害、生きづらさをパ

フォーマンスとして表現するイベント

「こわれ者の祭典」についての参与観察

的調査から、病気を持つ経験を有する表

現者が実践する肯定の技法を明らかにす

ることを目的としている。「こわれ者の祭

典」で活動する表現者は、「病気」の体験

を積極的に表現する人々であり、多様で

重層的な「病気」の経験を有しながらも、

患者・被害者という観点のみではとらえ

きれない生存者である。

例えば、自助グループで同じ境遇の

人々に出会うことは、自己肯定、回復に

つながるとされ[Levy 1976 ; Katz 

1993=1997]、ひとつの肯定の技法となり

うる。

-51-



「病気Jの表視活動にみる生存者の背定の技法（杉衣・伊藤）

「こわれ者の祭典」がそうであるよう

に、表現活動という側面に関して言えば、

例えばアウトサイダーアート／ディスア

ビリティーアートといわれる分野に見ら

れるように、芸術的手段を用いて自らを

表現することでアイデンテイティを発展

させていることなども肯定のひとつの技

法といえる [Barnset. al. 1996=2007 ; 服

部 2003]。

しかし、当事者自身が肯定を志そうと

も、当事者自身が弱者であることから脱

却することを望まないこともありうるこ

と ［横塚 2007]、病気や障害を肯定しよ

うとしても健常者社会の圧倒的な影響力

に脅かされ、肯定が困難であることも指

摘されている ［田垣 2006]。肯定が容易

にはなされにくい中、 「こわれ者の祭典」

では、そのコンセプトや表現活動におい

て、肯定（その技法は、本論で示すよう

にいくつかの方向性をとるが）の立場が

貫かれている。本稿はそれらの詳述を交

えつつ、生存者が有している肯定の技法

を明らかにする。

II 「病気」の表現活動

1. 「こわれ者の祭典」概要

本稿の対象は新潟を主たる活動の場と

する 「こわれ者の祭典」である。イベン

ト時の配布資料などによると以下のよう

に説明がされている。「『病気』の体験発

表＆パフォーマンスイベント。『病気でど

う苦しみ、そこからどう回復したか』を

ユーモアを交えたトークと、その病気に

関するパフォーマンスで盛り上げる。現

在まで、アルコール依存症、ノイローゼ、

うつ、幻聴幻覚、過食症、引きこもり、

脳性まひ、リストカット、自殺未遂、パ

ニック障害、性同一性障害、などの体験

者が出演した」（イベント案内資料 2010

年 4月 18日）。

「こわれ者の祭典」はイベントである

が、イベント名であると同時に団体名と

しても使われている。 2002年 5月に第 1

回のイベント 「こわれ者の祭典」が行わ

れ、以後現在 (2010年）まで継続してい

る。イベント 「こわれ者の祭典」は1年

に計 4回（新潟 2回、東京 2回）それぞ

れ春と年末の時期になされているが、

2009年においても、2月 28日には福島公

演、 9月 20日には秋田公演を行うなど、

新潟、東京以外の公演もなされている。

筆者の 1人（杉本）は、メンバーらよ

り 調査許可を得たうえで、当該イベン

トメンバーが行うその他の活動、運営に

かかわる話し合いなどに、主にスタッフ

（新潟・東京間のイベント会場へのメン

バーの送迎、物品等の管理業務、配布資

料の準備などの補助・手伝い等）として、

ときには観客として、 2008年末より約 1

年 6ヶ月にわたり関わらせて頂いている。

もう 1人の筆者（伊藤）はイベントの観

客として活動を垣間見、またイベント後

に観客を交えて行われる交流会で、集ま

った人々の思いを聞かせて頂くなどの機

会を得た。

写真：東京公演（新宿ロフトプラスワンにて）
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2. 活動のコンセプト

次に「こわれ者の祭典」のコンセプト

を示す。配布される資料には以下のよう

な記載がある。

生きることがヘタな人間集結！／生

きることに障がいや「生きづらさ」を

持つ者たちが、／「生きづらさ」のあ

る部分を「ありのまま」に受け入れて

／そのことを自慢しあい露出しあうこ

とにより／「生きやすさ」へとつなげ

てい＜／生きるヒントの分かち合いの

祭典（イベント案内資料 2010年 4月

18日）

本活動に見られる姿勢は、生きづらさ

を自慢し合い、積極的に肯定する立場で

ある。

イベント時に配布された配布資料に記

された「こわれ者の祭典」代表の月乃光

司さん 2)の文章を示す。

以前、病気の自分が嫌だった。／精神

科に通院したり、入院したりする自分

が、ものすごく嫌だった。／世の中で

一番、嫌なのは自分で、だから自殺未

遂をした。 /27歳の時が最後の入院で、

それから 10年が過ぎた。／今は、病気

の自分もそんなに悪いもんじゃないな、

と思っている。／病気から癒されるこ

とは、病気そのものが無くなってしま

うことではなく、病気を自分の個性と

して受け入れ、そのままの自分で生き

ていこうと決意することだ、と気付い

たからだ。／「こわれ者の祭典」に、

病気自慢のつわもの達が集結する。／

きっと、血沸き肉踊るような、自己肯

定の分かち合いの場になるだろう。／

今、生きることに苦しんでいる人に、

ぜひ来てもらいたい（イベント案内資

料 2010年 4月 18日）

これは長期にわたって配布資料に掲載

され続けられており、こわれ者の祭典の

コンセプトとしてメンバー間で共有され

ている内容である。嫌いだった自分が肯

定されていく流れが記されており、その

立場は「病気」があれども、「病気を個性

として受け入れ、そのままの自分で生き

ていこうと決意すること」である。パフ

ォーマンスを行うことにより「血沸き肉

踊る」活動となっており、「自己肯定の分

かち合いの場」でもある。

3. メンバー

メンバーの構成は、日々会社員として

暮らしながら「こわれ者の祭典」の代表

を務めている月乃さん、イラストレータ

ーとして活躍しながら副代表を務める

Kacco (カッコ）さんをはじめ、常時活

動している表現者が 5~6名程度（年齢は

20代から 40代くらいまで）、スタッフは

筆者を含めて 3名程度となっている（イ

ベント当日はさらに 5~6名程度のスタッ

フが加わる）。また、 2006年にはイベン

トに参加するためのオーディションを行

っており、その合格者 7組をオーディシ

ョンメンバーと称する場合がある（オー

ディション参加者は全員オーディション

に合格している）。オーディションメンバ

ーの多くは、「こわれ者の祭典」に出演す

ることもあれば、出演はしなくとも、月

乃さん、 Kacco さんなどのメンバーと

様々なイベントを共に行っている。作家

の雨宮処凛氏が名誉会長となっており、

2009年 12月 20日の東京公演において、

性同一性障害の政治家の上川あや氏と共

にゲスト出演をしている 3)。

「こわれ者の祭典」のメンバーは後述

するようにさまざまなライブやイベント、

講演活動などをこなしつつ、それぞれの

職業生活・日常生活を営んでいる。メン
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バーによっては、そうした日常生活に、

通院・服薬など、医療・治療的な活動が

組み込まれている。メンバーはそれぞれ

作品の制作を行い、パフォーマンスやト

ークに用いる時間やテーマなどのイベン

トの進行やトーク内容についてイベント

前に大まかな打ち合わせ（メールなどイ

ンターネットを介した情報共有等含む）

が行われ、イベントにのぞむ。

4. 観客

観客は、たとえば 2009年 12月の「こ

われ者の祭典」新潟公演においては、 70

~so 名ほどの集客があった。同時期の東

京公演では 90名程 (2010年 5月の多い

ときには 120名近く）の集客があった。

終了後に行われる打ち上げ交流会の参加

者、アンケートなどの内容から推察する

と、病気や生きづらさを抱えている当事

者、その家族、保健医療福祉関係者など

が観客を構成している 4)。表現者団体「こ

われ者の祭典」は、後述するがイベント

としての「こわれ者の祭典」以外にも様々

な活動を行っており、イベントの内容に

よって客層も異なってくる。

5. イベントの進行

1) 開演以前

本稿では新潟公演の一例を挙げる。会

場は新潟市内の福祉会館のホールである。

イベントにかかわる人々は、出演するメ

ンバー、司会者、スタッフ、ゲスト、パ

フォーマンスで表現者とともにパフォー

マンスを行うギタリスト、観客、取材に

来ている新聞社やテレビ局などマスコミ

関係者などで構成される。午前 9時頃よ

りメンバー、ボランティアスタッフなど

が集まりはじめ、観客用の椅子を並べる

などの会場の設営がなされる。 11時頃、

スタッフとメンバー、司会者との打ち合

わせ、メンバーによるリハーサルがなさ

れ、音響バランスや進行などが確認され

る。会場の入り口近くに活動に関連する

著書や CDなどの物販ブース、受付が設

定される。午後 1時頃開場し、観客が入

場する。公演は有料であるが入場料は障

害者手帳による当事者の割引制度がある。

午後 1時30分前頃、前ふりとしてのメン

バーのトークなどがなされ、午後 1時30

分頃に開演を迎える。

2) 生きづらさ自慢の自己紹介

メンバーが入場し、メンバーの紹介や

活動の概略が説明される。以下は、イベ

ント開始時、メンバーの周佐さんが月乃

さんを紹介する場面である。（以下、日付

と公演名が付されているものは、公演を

録音し、テキストにおこしたものであ

る。）

周佐 月乃光司さん、こわれ者の祭典

代表。 1965年生まれ。見てのと

おりの変態です。

月乃 よろしくお願いします。 (2009

年 12月13日新潟公演）

その後、メンバーたちの簡単な自己紹

介が続く。

先のコンセプト（イベント案内資料）

にも書かれていたように「自慢しあい露

出しあう（さらけ出す）」のが本活動の特

徴である。一般的に、病気や障害は否定

され、隠されがちであるのに対し、自慢

しあうことは非常にユニークと言えよう。

自慢は、最初に表現者がステージ上で自

己紹介をするときにもなされる。以下に

ステージ上で行われる自己紹介（アイコ

さん、 Kaccoさん、月乃さん）の一例を

記す。
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カッコです。

月乃 アルコール依存症・引きこも

り自慢、現在「頭髪障害」が

進行している月乃光司です。

(2009年12月13日新潟公演）

以上のようにそれぞれの傷病名や生き

づらさを「00自慢」として表現する。

ちなみに頭髪障害とは、頭髪が少なくな

ってくること（頭髪が不自由であること）

を表現したものであり、アルコール依存

症などの疾患名と並んで生きづらさとし

て自慢されている。頭髪障害という言葉

は、ユーモアも加味されているが、医学

的疾患と他の生きづらさの受容の困難さ

や生きづらさの程度において明確に区分

されるものではなく連続的なものである

ことを示している。

3)パフォーマンス・トーク

次に、個々のメンバーのパフォーマン

ス（朗読、歌など）と病気の体験や現在

に至る経緯、回復への契機などのトーク

が、そのイベントの際のテーマに沿って

なされる。ちなみに直近の 2009年 12月

の公演のテーマは「ユーモアで『生きづ

らさ』を吹き飛ばせ！」となっている。

以下は、イベントのテーマを紹介してい

るところである。

月乃 今日のこわれ者の祭典ですけれ

ども、「ユーモアで生きづらさを

吹き飛ばせ」としまして、年末

にあたって、生きづらさが、ま

すます、私もこじらせています

けど。

司会 そうですね。いろいろこじらせ

ていますね。

月乃 もうちょっと笑って、この気持

ちをちょっと上げようというこ

とで。（中略）そんなことで、笑

いで生きづらさを吹き飛ばそう

というのが今日の趣旨です。今

日はよろしくお願いします。

(2009年 12月 13日新潟公演）

その後パフォーマンスやトークを行い

イベントは終了する。時間としては休憩

を挟み 3時間程度、パフォーマンスはメ

ンバー5人程度、加えてゲストとのトー

クで構成される。最後にメンバーとゲス

トから一言ずつメッセージを伝え、終了

する。

アイコ 朗読でも言ったんですけど、

人は絶対一人では生きていけな

いし、自分の中に流れている血

も母親の母親の母親のと、ずっ

と続いて独りぼっちにはなれな

い。生きている限り独りぼっち

にはなれないと思うので、独り

になる覚悟だけはしないでくだ

さい。今日はありがとうござい

ました。

月乃 今日は長いあいだ、ありがとう

ございました。私も明日から会

社員で、もうボロボロです。は

げるは、腹は出るわ、単なるダ

メ中年としてまた明日からも生

きますけど、今日一日だけみん

なで生きていきましょう。また

翌日になったら、今日だけ生き

ようと言って、生き延びていれ

ば、だんだん問題も解決してい

くことも多いと思うので、また

生きてここで皆さんとお会いし

たいと思います。 (2009年 12月

20日東京公演）

4)終了後

終了後は、近隣のなじみの店で打ち上げ

交流会がもたれ、出演者とスタッフ、お
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よび有志の観客たちが参加する。すべて

のメンバー、スタッフが打ち上げ交流会

に参加するわけではないが、新潟公演で

はたいてい 20名弱程度の参加者がある。

観客も含めた打ち上げ参加者の自己紹介

がなされ、パフォーマンスが披露される

こともある。午後 6時頃から始まる交流

会は 9時頃に終了する。打ち上げ交流会

においては、ほぼ毎回参加する人（観客）

もいれば、数年ぶりに参加する人（観客）

など様々である。保健医療福祉関係者や、

活動を支援する人などの参加もある。参

加者自身も病気や生きづらさを抱えてい

る人が多く見受けられ、そこでは、日常

的には話しにくいであろうプライベート

な病気の経験なども明るい雰囲気のなか、

ざっくばらんに語られる 7)。

m 表現の手法と内容

1. 表現手法

主な表現手法は、自作詩、自作曲によ

るパフォーマンス、病気のトークなどで

ある。また、本稿における記述において

は限界があるが、表現者それぞれの表現

方法や、作品は「こわれ者の祭典」のコ

ンセプトとしての統一感は保ちつつも多

様である。たとえば、 Kaccoさんは、男

性ながら、女性用の衣装やメイクを活用

し、長髪で「ユニセックス的」「中性的」

［高橋ほか 2003: 145]な姿でパフォー

マンスを行っている。アイコさんは、朗

読や歌など幅広い表現を行っている。ま

た、脳性マヒ 8)を有しながら「脳性マヒ

ブラザーズ」というお笑い芸人ユニット

として活動している DAIGOさんと周佐

さんは、芸人としてのコントなどパフォ

ーマンスを行うとともに、障害を有する

生活に関係するトークなどを行っている。

2. 表現作品例

表現者達はイベント時に自作の詩の朗

読や歌といったパフォーマンスやトーク

を行う。ここでは、自作の詩の一部を例

示する。代表の月乃さんによる「人生な

んでもあり」という詩の一部である。複

数回にわたって朗読されている詩であり、

イベントで朗読される際は、主にギタリ

ストの演奏と共に、絶叫系の朗読がなさ

れる 9)。
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アルコール依存症になってよかった

／お酒をたくさん飲んで肝臓を壊し

て／医療費をたくさん払い／我が国

の経済に貢献した（中略）

引きこもりになってよかった／オナ

ニーをたくさんして、ティッシュを

たくさん消費して／我が国の経済に

貢献することができた／引きこもり

になってよかった／外に出ることが

できるようになった時に／本当の自

由を知ることができた（中略）

人生はすばらしい／ライフイズビュ

ーティホー！／たとえ会社でいじめ

られてもだ／僕をいじめるのは／渡

辺マサシ 58歳、経理課課長／マサシ

死なないかな一、と毎日思ってきた

／そのマサシも残り 1年 2ヶ月で定

年退職だー／マサシのおかげで、引

きこもり出身の廿ちゃんの俺も打た

れ強くなった／マサシさん、どうも

ありがとう！ （中略）

アルコール依存症になってよかっ

た！／引きこもりになってよかっ

た！ （中略）

いじめられてよかった／ぶざまでみ

っともなくてよかった（中略）

男らしくなくてよかった（中略）

神様、僕に生きづらさを与えてくだ

さり感謝します！ ［月乃 2006:52 
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「病気」や「生きづらさ」に対する強

い肯定への志向がうかがえる。詩の内容

は必ずしも病気のみではなく、会社勤め

の中で上司（マサシさん）との関係がス

トレスであり、マサシさんのおかげで打

たれ強くなって感謝しているというエピ

ソードが含まれる。「オナニーをたくさん

して」などと性的な話も含まれる。

次に Kaccoさんの朗読の例を挙げる。

月乃さんの絶叫系の朗読とは対照的にソ

フトで繊細な朗読がなされる。

Kacco流癒しのエッセー「笑顔を大切

に」／さあてっと／今日もバッチリメ

イクを決めて／急いで会社に行く準備

をしないとね（中略）

あーあ 疲れた／今日もこんなに歩き

回っているのに／全然成績につながら

ない／結局、何とか話を聞いてもらっ

たところが 1件（中略）

朝なんてこのまま来なければいいのに。

／楽になりたい／食べ物、アルコール、

ドラッグ／楽になれるなら何でもよか

った／ベソドから起き上がるとありつ

たけの食べ物を／手当たり次第口に運

ぶ

おいしい？／味なんてわからない／お

腹いっぱいになった？／どれだけ食べ

ても満たされることなんかないんだ

（中略）

そんなの本当の自分じゃない／本当の

自分って／背伸びしない／小さくなら

ない／等身大の自分で生きていたいん

だ／知らず知らず出せなくなっていた

笑顔を取り戻したい／今日から笑顔の

練習をしてみよう (2009年 12月 13日

新潟公演）

摂食障害に関係するようなエピソード

や仕事で疲れている女性のストーリーが

表現されている。

3. トーク内容

パフォーマンスとともに、病気をはじ

めとする生きづらさに関係するトークが

イベントの中心である。生きづらさと回

復のきっかけが主たるトークの話題とな

る。

司会 じゃあ、月乃さん。月乃さんが

一番生きづらかったときは。

月乃やっぱり 10代、 20代に、常に

独りぼっちで、うちにいても独

り、手首切ったりしたんですけ

ど。血が流れても独り。

周佐今、サラッといきました。

月乃 サラッといきましたけど。切っ

たりとか。それで、すごい絶対

的な孤独みたいなのがあって、

今日こういうところ、私、ギリ

ギリに何かコンサートを見に行

ったりしたけど、大勢の中で独

りぼっちというのがすごくつら

くて、それがつらかった気持ち

ですね。 (2009年 12月 13日新

潟公演より）

孤独感が強かったことが辛さとしてあ

げられている。月乃さんの回復のきっか

けについては、たとえば以下のようにア

ルコール依存症の自助グループとの出会

いのエピソードが語られる。
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月乃 そうですね、私にとって仲間と

の出会いが、今、会社員なんで

すけど、生きられるようになっ

たんです。世の中には当事者同

士の自助グループって会があり

ます。統合失調症なら統合失調

症、引きこもりなら、引きこも

り。私の場合はアルコール依存

症の自助グループがあるんです

けど、病院にいって教えてもら
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ってそこに行ったらもうアル中

の人が勢揃いしていて、でもお

酒を飲まないでがんばろうって

会があるんですよ。今日のイベ

ントもそれに近いんだけど、つ

ていうかそのものなんだけど、

みんなが負い目とか恥ずかしい

話とかね、変態の話とかね、赤

裸々に話して。 (2009年 2月 28

日福島公演）

次にアイコさんにより語られた内容の一

部を示す。

私は強迫神経症なんですけれども、

わかりやすい例を言うと、手を洗うこ

とがとめられないとか。自分の考えて

いることが吹き出しみたいに出て、大

勢の人の中にいるとみんながそれを見

て、私の心の中を覗いているんだと思

ったりして、無心になろう、無心にな

ろうと言うほどに、いろいろ考えてし

まったりとか。あと、家の中の暴力が

すごくたくさんあって、「おまえはだめ

だ、だめだ」と言われていたら、本当

にだめなんだなって自分でもすごく思

って、学校に行けなくなったりしたと

きがとてもつらかったです。 (2009年

12月 13日新潟公演）

回復のきっかけとして、家庭内で暴力

をふるっていた祖父のエピソードが語ら

れる。

アイコ 前もイベントで話したんです

けど、家庭内暴力を受けていた

祖父が、私にとってただ憎いと

いう固まりのものだと思ってい

たのが、間違えてイヌ用のクッ

キーを食べているのを見たんで

すよ。そのときに、味がないの

に気づかないんだなと思って。

司会 おいしそうに食べている。

アイコ 食べていたんですよ。言わな

かったんですけど、そのままに

して、この人も間違えることが

あるんだというのがわかった瞬

間に、あれ、この人、人間だっ

たんだというのが急にわかって

きて、そしたらちょっとだけ生

きづらさが取れたんですよ。こ

の人も過去に何かあったのかも

しれないと思うようになって、

そしたら自分の恥ずかしいこと

をどんどん話している月乃さん

に出会ったり、そういう仲間に

出会っていたら、自分から言い

たくないことをぶちまけてしま

えば、もうそれ以上マイナスに

なることはないから、人と付き

合いやすくなりました。 (2009

年 12月 20日東京公演）

次に、 Kaccoさんによる体験のトーク

の例を挙げる。
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Kacco まず一つは、そのときにサラ

リーマンやっていたんですね。

もちろん、この格好じゃないん

だけど。その職種が不動産業だ

ったんですよ。 23歳ぐらいかな、

からそこに勤めて、動かすお金

が大きいじゃない。契約書つく

って、一筆間違ったとか、書き

忘れたとなると相当なあれでし

ょう。

その、たぶんストレスやプレ

ッシャーが日々あったことが一

つとか。あと、やっぱり家族の

前でも、誰の前でも本当の自分

を出せなかった。（中略）やっぱ

り求められるものに、自分がそ
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うなんだって、なりきる、演じ

るしかなかった。

司会 立派なサラリーマンとか。

Kacco そう、そう、立派なサラリー

マンとか。（中略）そう、そう。

それは全部、そこのシーンで演

じなきゃいけなくて。

司会 つまり異常をやっていたわけで

すね。

Kacco そう。だって、例えば Kacco

って明るいよねって言われてい

るところで、暗くなっていたら

「違うんじゃない」「今日どうし

たの」つて言われるじゃない。

それがやっぱり嫌で。 (2009年

12月 13日新潟公演）

期待される役割に応えることのつらさ

について語られている。回復のきっかけ

については、イラストとの出会いが語ら

れる。

まぁ、そういうのが全部コンプレッ

クスで、乗り越えられないで、コンプ

レックスだったんですが、病気をしま

した。躁鬱病や摂食障害や、パニック

障害、で、そんな中で出会ったのが、

イラストを描くという表現の世界に出

会って、そこでは自分らしさを出して

いいってことを教えてもらったんです。

自分らしさ、個性を大事にしていい世

界だ、そしたらコンプレックスだとず

っと思っていたのが、それは生きづら

さのままで一生生きていかなきゃなら

ないんだけど、コンプレックスも個性

にかえられないかなって思ったときに、

これがあったわけですね。 (2009年 2

月 28日福島公演）

出版物の中でも Kaccoさんは以下のよ

うに語っている。

僕はさっき言ったように、なんとか

らしくとか、例えば男らしく女らしく

っていうのを嫌ってたし、こうあるべ

きだっていうようなあんまり型にはめ

ようとするのは嫌いだったから。だか

らそれを崩そうとしたときに、男でも

なく女でもない部分でこういう生き方

もあるんではないかっていうメッセー

ジ的なもので今のファッションはあっ

て［高橋ほか 2003 : 146]。

Kaccoさんによると、中性的なファッ

ションは、男らしさ、女らしさ、という

枠組みにとらわれないあり方を示してい

る表現でもあるとのことである。

最後に、月乃さんのパフォーマンス前

のトークと、今後の活動についてのトー

クである。
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月乃 今日は本当に長いあいだありが

とうございます。いろいろ生き

づらかった僕たちですけど、い

ろいろ私、相談受けて、「こんな

私でも大丈夫ですか」と言われ

るんですけど、自信を持って大

丈夫ですと言っています。なぜ

かというと、私を含めて一緒に

やっている仲間が、お話を聞い

てわかるように、かなりかつて

最低だったんですけど、その人

たちが今何となく幸せに生きて

いるんで、どんな人でも生き延

びていけば大丈夫だと、本当に

私は確信を持っています。 (2009

年 12月 20日東京公演）

月乃 親子間の親が不仲だったりする

と心の傷があって、そこから依

存症に発症する若い人が最近多

いらしいんですけど。その辺が、
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各種イベント

•坂口安吾朗読会
•著作出版記念イベ

ントなど

ライブ活動

メンバーは「こわれ者の祭

典」以外に各種イベント、個々

の表現者としての講演やライ

ブなどの活動を行っている。

これらの活動は「こわれ者の

祭典」のメンバーとして行わ

れている場合やそうでない場

合などさまざまであり、団体

やメンバーとしての活動とそ
障害者交流センター、

ライプハウスでのラ
イブなど

うでない活動との境界は曖昧

であり、部分的に重なってい

る（図 1)。
図1メンバーの活動

広く、アル中というと変な人、

意志が弱い人じゃなくて、いろ

んなプロセスがあって病気にな

った人と考えて、まわりがクー

ルに病気の対応をすれば、た＜

さんの人の命が助かるので、そ

ういうことを当事者として伝え

ていく活動を来年からはやって

いきたいと思います。

司会 来年。ああ、拍手していますね。

月乃 ありがとうございます。

司会 今までもやっていたようなもん

じゃないですか。

月乃 でも、やっぱり閉ざされた世界

だったので、もっと広く世の中

にね。 (2009年 12月 13日新潟

公演）

「今何となく幸せに生きている」姿を

見せることで、「どんな人でも生き延びて

いけば大丈夫」というポジテイヴなメッ

セージが発せられている。また、依存症

を有する人が、意志が弱い人というわけ

ではないこと、周囲の人々によって助け

られ、回復もまたなされていくことを広

く伝えていきたいと語られている。

w メンバーの活動

1. 各種イベント

たとえば、「坂口安吾作品朗読会『安吾

絶唱』」 (2009年 8月13日）や、「月乃光

司著『心晴れたり曇ったり』出版記念ラ

イブ」 (2009年 9月 7日）といった月乃

さんの著作の出版イベントが「こわれ者

の祭典」のホームページ上でも案内され、

実施されている。

2. K-BOX 

K-BOXは Kaccoさんが代表となり、

行っている活動である。心の病いや引き

こもり経験のある人たちがアーティスト

として所属しているプロダクションであ

る。 MUSIC部門、 PERFORMANCE部

門、ART部門と 3部門で構成されており、

音楽や詩の制作や朗読などのパフォーマ

ンス、美術活動などを行っている。現在

20名弱程度のメンバーが在籍しており、

週に 1回のレッスンという練習をする活

動と、定期的なライブ活動 (2010年は隔

月）を主とする活動として行っている。

ライブ活動ではパフォーマンスとともに

病気などについてのトークを行ったりと、

「こわれ者の祭典」と類似するところも

多い。

3. 講演活動等
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「こわれ者の祭典」のメンバーは講演

活動なども行っている。たとえば、 Kacco

さんは、「NPO法人 POTA(精神科作業

療法協会）第 45回全国研修会 in新潟」

(2009年 9月 13日）において、参加者

の作業療法士を対象とした当事者発表を

している。また、 2009年 5月 9日には「ひ

きこもり経験からのメッセージ」として、

上越市で当事者や当事者の家族の方々を

主とした対象としてトークライブを行っ

ている。その他代表の月乃さんも多数の

講演活動を行っている。

4. ライブ活動等

脳性マヒブラザーズの DAIGOさん、

周佐さんはお笑い芸人としての様々な活

動を行っている。また、オーディション

メンバーであり、「こわれ者の祭典」にお

いてギタリストとして活躍し、自作曲の

パフォーマーでもある Yoppy(ョッピ）

さんは統合失調症の経験を有する表現者

である。こわれ者の祭典以外にも、新潟

市内の障害者交流センターでのライブ

(2010年 1月 25日）、また、 Yoppyさん

がヴォーカル、ギターを務めるバンドの

ライブ (2010年 2月 11日）など、「病気」

と関係するイベントから、全く「病気」

とは関係のない純粋に音楽的なライブ活

動に至るまで幅広い活動を行っている。

v 表現活動にみる肯定の技法

以下、見いだされた肯定の技法を、分

かち合う／表現する／創作する／笑いに

する／自慢する／他者を肯定する／プラ

イドを削りとる、という 7つに暫定的に

分類しつつ見ていきたい。

1. 分かち合う

まずは、同じ経験を有する人たちが集

い、生きづらさや痛みを分かち合うこと、

分かち合える「仲間」となることである。

月乃さんによる詩、およびメッセージで

ある。
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僕と同じ痛みを持つ人たち、それは僕

の仲間だ。／僕と同じ「生きづらさ」

を持つ人たち、それは僕の仲間だ。／

手首に傷のある女の子、僕の仲間だ。

／ひとりぼっちの部屋、見つめるのは

インターネットだけの少年、それは僕

の仲間だ。／精神科病棟、外来の待ち

時間に孤独を見つめる人たち、僕の仲

間だ。／日本全国二百万人の「アルコ

ール依存症」の皆さま、僕の仲間だ。

／日本全国百万人の引きこもりの皆さ

ま、僕の仲間だ。／仲間、仲間、仲間、

仲間。／仲間がいれば、僕はきっと生

きていける。／仲間で、傷を祇めあっ

て、傷口をほじくり回して、傷口をつ

つきあって／流血して、大流血。／血

と汗と涙を流しながら、生きていこう、

仲間。 (2010年 5月30日東京公演で朗

読されたもの。月乃 [2006]所収の詩

とは細部が異なる）

実は私の場合だけど、私にとって仲間、

それは同じようなある種病気であった

りとかひきこもりであるとか、仲間同

士の人間関係っていうのが実は一番訓

練になるし、分かり合えるし、一番癒

し効果があるんじゃないかと思います。

それで私にとっての依存症者の自助グ

ループなんですけど、たとえばひきこ

もりの人だったら、ひきこもりの人が

集まる居場所的な所つてのがあり、そ

ういう所で「自分もひきこもってた、

君もひきこもってたんだね」と言うと

きに話が合うし、理解し合うことがで

きる。そういう場所に行くとね、すご

く人間関係の楽しさとかそういうのが

あるんじゃないかなって私は思ってる
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んですよ［高橋ほか 2003 : 71]。

「公開自助グループ」と形容されるこ

ともあり、コンセプトにおいても「自己

肯定の分かち合いの場」と表現されてい

る「こわれ者の祭典」では、孤立感を緩

和し、語りを聞き合うことで互いに共感

し、承認される場となっている。相互に

生き抜くための技術を共有しながら肯定

を成し遂げていく。弱さや不完全さが人

をひきつけ相互にケアがなされる姿であ

る［浮ヶ谷 2009;浦河べてるの家

2005; 金子 1992]。

2. 表現する

本活動の最大の特徴の 1つは表現活動

であるという点にある。この点において、

経験を吐露し、共有する場であるという

共通点がありつつも、一般的な自助グル

ープとは異なる特徴を有することになる。

つまり芸術的なパフォーマンスをするこ

とで、表現者の経験が他者や社会に対し

て開かれることである。本表現活動にお

いては、 1つには質の高いパフォーマン

スを行い、それが認められることによっ

て、自らが肯定されるという側面がある

ことが想定される。そして、もう 1つは

パフォーマンスを行うことによって社会

的インパクトを促すことが活動への意義

を深め、更なる肯定を促進することが考

えられる。パフォーマンスは自らの正当

性を主張し、境界を侵犯するといわれて

いる [Roach1995; Conquergood 1995]。

パフォーマンスという形態をとることに

より社会に当事者の経験を主張できる。

そして多くの人々の「病気」に対する理

解を深め、社会の変容を促すという社会

モデルを当事者が自ら実践していくかた

ちが見出されよう。

3. 創作する

表現活動を行う上では創作が行われる。

たとえば、詩や歌、曲、コントなどであ

る。 Kaccoさんは、イラストの依頼が来

た時に必要とされることを実感し、うれ

しかったという。そして、描くことに集

中することでくよくよ悩まなくなった、

という［高橋ほか 2003]。創作活動をす

ることは、不安に襲われることが少なく

し、自身を必要とされることを実感する

ための技法といえる。障害や病気を持つ

人々、生存者の芸術には、ハンセン病や

原爆文学などにみられるように質の高い

芸術作品が知られている[Lifton 

1968=2009; 山本・加藤 2008]。アウト

サイダーアート／ディスアビリティーア

ートという文脈においては、アウトサイ

ダーのもつ部外者という意味合いは芸術

的な文脈においては、肯定的にとらえら

れるという［服部 2003]。障害者の芸術

活動を語る際には、病気や障害により失

われた能力をとりもどす療法としての意

味が強調されること、また、障害があれ

ども果敢に取り組むという勇敢な障害者

像として障害者が語られることに対して、

抵抗も存在する [Barns1994=2004]。生

存者の芸術という観点は、療法としての

みではなく、創造性や、意味の生成や社

会に対するインパクトに着眼していく必

要があろう。「こわれ者の祭典」のメンバ

ーの創作活動は、純粋な芸術的観点から

評価されうる、と同時に、決して誰かか

ら処方されたり、自ら意図していたわけ

ではないと思われるが、結果としていわ

ば療法としての創作活動という意味合い

も包含しているように思われる。

また、生きる強さとしての首尾一貫感

覚を提唱した社会学者アントノフスキー

は、生きづらさを生じさせるストレス源

に対して、自らの能力のみならず、周囲

の資源を信頼し、動員して、ストレス対

処にあたるカ・姿を描き出している
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[Antnovsky 1987=2001]。本活動におい

て、表現活動という形態をとって様々な

創作がなされている。その際、生きづら

さを「対処すべき問題」と位置づけるの

みでなく、むしろ生きづらさ自体を、あ

たかも（題材として）資源のように動員

しつつ創作するありようが看取されるよ

うに思われる。

4. 笑いにする

本活動には笑いが通底している。メン

バーの脳性マヒブラザーズはお笑い芸人

であり、各種パフォーマンス、メンバー

のトークにおいては笑いが引き起こされ

る。当事者の笑える物語は、周りを楽し

ませ、和ませ、当事者の語りに耳を傾け

る人が増えることが示されている［稲沢

2006]。ユーモアある語りやパフォーマン

スを行うことで、表現者自身にとって、

肯定がなされる。笑いにすることはひと

つの肯定の技法となりうる。しかし、一

方で笑いの文脈で語ることで聞き手にウ

ケの良い語りが量産され、過酷な現実が

覆い隠される可能性が指摘もある［稲沢

2006]。本表現活動において当事者の占め

る割合の多い聞き手においてそうした過

酷な現実が覆い隠されているように感じ、

不快に感じる人もいる可能性もある。し

かし、それでも笑いが加味されることに

より、あるいは生きづらさをポジテイヴ

に笑いに変換することにより、自己の肯

定を容易にしていける側面が強いことは

否めないのである。

5. 自慢する

既述したように、イベントの自己紹介

において表現者は積極的に自慢する。パ

フォーマンスやトークにおいて、「病気」

があることを誇りに思っているように表

現されているところが多々ある。そこに

は弱者や患者、被害者という色合いは薄

い。生き延びてきた生存者としての自己

規定を強化するように思われる。「病気」

であることを逆手にとって活かすとり＜

みは、「弱さを絆に」などのキャッチフレ

ーズや、幻聴や妄想を語り合う「幻覚＆

妄想大会」などのユニークな試みが注目

を集めている「べてるの家」の活動と共

通する点がある［浦河べてる 2005]。「病

気」を肯定するということは困難なこと

であるが、適切な場を持ち、自慢という

形をとることは 1つの技法となりうる。

6. 他者を肯定する

前述の月乃さんの「人生なんでもあり」

という詩では会社でマサシさんという上

司にいじめられるエピソードが含まれて

いた。そこではマサシさんに感謝してい

る気持ちを表明している。アイコさんは、

犬用のクッキーを食べる祖父を見て、祖

父に対しての憎しみの感情が薄れた経験

を語っている。（これを技法と言えるかど

うかは、更に精査が必要であるにせよ）

憎しみの対象ですらある他者をも、肯定

していくことが、自己の肯定と繋がって

いることが推察される。

7. プライドを削りとる

本活動に特徴的な点であり、技法の機

微としてあらわれているのが性的な話題

である。性をオープンに語ることについ

て、月乃さんは次のように語る。「べてる

の家」の M さんが、「『セックス、セック

ス・・・』と明るく自分自身の『性』の話を

語って」くれたことにより、「照れのない

自然な感じに、会場全体がさわやかな共

感の笑い声につつまれ」、「こういうふう

に『性』を語ればいい」のだと「目から

うろこが 10枚くらい落ちたような気持

ち」になった。「話しにくいことなのだが、

人間を語る上で『性』の話題は避けて通

れない」、「僕を理解してもらうために僕
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自身の『性』について語りたいと思って

いた」、「次回のイベントでは、 10分間に

30回くらいは『オナニー、オナニー…』

ということにしよう」［月乃 2004:74-75]。

また、性的なことのみならず、「くだら

ない」ことを語るのは、「私はこういう人

間なんだっていう確認」であると月乃さ

んは言う。

実はね、こんな私だったけど、昔ど

うだったかっていうと、結構ねプライ

ドが高いところがあったんだよね。（中

略）

妄想のプライドみたいのがあって、

ひきこもって、何にもしないでオナニ

ーばっかしてるんだけどさ、そのくせ

頭じゃさ（中略）、私はやれば実はでき

る人間だとかさ、今はこうだけど社会

に出ると頭はいいからできるとか、結

構思ってたんだよね。（中略）

それが逆に、短期間だけアルバイト

してたりしてたことがあったんだけど、

そういうとこで結構駄目だから、そう

いうところで駄目だって言われると一

発で傷ついちゃったりして。もう行き

たくないみたいのが強かったんだよね。

（中略）

…で、私にとって今その、今日もく

だらないこと言いますけど、いかに私

が変だったかとか下ネタとかエロ男だ

ったって話をしたがるんだけど、それ

は実は私にとって理由があって、私は

こういう人間なんだっていう確認なん

だよね。（中略）

だから、昔はさ＼私はこんなにすご

いできるなんて思ってたけど、今は私

の下のほうから私はこうだったってい

うのを言うことによって余分なプライ

ドを削りとってるんだわ。そうすると、

そのままの私でいると、今まあ外の世

界で傷つくこと結構あるんですけど、

だけど昔の妄想のプライドで傷ついた

ときと比べると、ありのままの私って

結構強いんだよね［高橋ほか 2003: 

73-74]。

自分のことね、まあ一種恥ずかしい

話をするんだけど、話せるようになっ

たの実は最近のことなんだよね。それ

まではどちらかというと、隠したいっ

ていうか、自分の過去は隠していい面

ばかり出すっていうか、まあある種ふ

つうの考えですけど、だけど最近逆に

ね、生きるのパッと楽になって今充実

しているのは、逆に恥ずかしいことと

かマイナスのことを思い切って言って

いるからで、それが結構生きる喜びな

んだな［高橋ほか 2003 : 52]。

最近実は頭脳構造が変わってきて、

自分の恥ずかしいところを出せば出す

ほど気持ちよくなるっていうね、露出

狂的な男になってる［高橋ほか

2003 : 119]。

「プライドを削り」とり、「恥ずかしいこ

と」や「マイナスのこと」をも、思いき

って話すことが、そのままの自分を肯定

的に受け入れることに繋がっていると言

える。

VI 生存者による肯定の技法

以上、表現者たちによる肯定の技法を

記してきた。これらは、表現者たちの主

観的な表現や作品群を精査しつつ、分析

者側の視点から暫定的に 7つに分類・類

型化したものである。それらは、あくま

でも暫定的な類型であり、それぞれが分

かちがたく結びつきあっている。

日常生活を送りながら、「弱さ」や「生

きづらさ」で繋がり、ネットワークを開
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き［浮ヶ谷 2009;浦河べてる 2005;金

子 1992]、さらに、プライドを削りなが

ら日々の経験を笑いとばすかたちでさら

け出し、生存の糧とする。表現者の事例

という特殊性を除けば、こうした肯定に

いたる経験は、慢性病に見られる経験、

寛解者社会 [Frank1995=2002]、障害・

病いと「ふつう」とのはざま［田垣 2006]、

という状況（「生きづらさ」もその状況の

1つ）におかれた人々における経験につ

いての議論と重なり合う。

例えば精神疾患が偏見に曝されること

が日常的であるように、あるいは、アル

コール依存症イコール意志の弱い人であ

るといったクリーシェにあらわれている

ように、「病気」をめぐる様々な偏見は厳

然として存在する。そうしたなか、ここ

で示されたのは、それを打破しようとい

う強い抗いというよりは、笑いや表現に

よって「ダメな人間」でありつつも生き

ていること、「何となく幸せ」と感じてい

ることを表現しようとする社会的な運動

でもある。プライドや他人のまなざしに

縛られない境地は、支配的なストーリー

から脱却し、たとえば「降りていく生き

方」［横川 2003]のような代替的（オル

タナティブ）なストーリーに書き換えて

いく作業［野口 2009]ともいえる。心的

外傷後の生存者を扱った研究によると、

苦悩の経験が「大海中の一滴」であるこ

とに気づくことが回復の大きなステップ

となるという [Herman1992=1996]。表

現者たちにとって、日常生活のなかの苦

悩の経験は、笑ってしまえる小さなもの

として表現される。もちろん、そうした

苦悩•生きづらさは、笑い飛ばせるよう

な小さいものというわけではないが、

日々職業生活も含めた暮らしを継続しな

がら、苦悩•生きづらさを、生活のなか

で問い直すことによって、そのように表

現されると言えよう。

VII おわりに：課題として

「病気」の表現活動を行う表現者は、

病気や障害による過酷な経験を有する生

存者である。表現者たちは、「生きづらさ」

や「弱さ」でつながりネットワークを開

いている。日々生活を送りながら、それ

ぞれが抱える「病気」や「生きづらさ」

を、恥ずかしい話も含めて笑いを加味し

つつ表現する。「余分なプライド」を削り、

道徳的判断や期待される役割に必ずしも

縛られない肯定の技法を示していた。

なお、言うまでもないが、本稿の事例

だけであらゆる生存者の技法をすべて網

羅的に提示できているわけではない。肯

定の技法は文脈における個別性が高いこ

とは改めて確認しておきたい。

以下、本稿の限界と課題について述べ

ることで結びとしたい。

(a) 「生きづらさ」でつながる人間関

係・ネットワークに関して、本稿のイベ

ントを中心とした記述は極めて限定的で

ある。表現者のみならず、ゲストや、各

メンバーが関係する組織間の関係、観客

との関係、さらには活動の運営面の記述

等もまた求められる。

(b) 自己の恥ずかしい経験を笑いとば

し、さらにそれらを表現できる人々は、

そう多くはないであろうという点がある。

疾病や障害、生きづらさを抱えている

人々は様々あろうが、自己の恥ずかしい

経験を肯定することにすら思いが至らな

い人々が圧倒的に多いであろうことは想

像に難くないことであるし、たとえ生き

づらさの諸要因を「個性」として肯定し

えたとしても、本稿の事例のようなかた

ちで「表現」可能な人々は（こわれ者の

祭典の表現者たちをことさらに特別視す

るものではないことを確認した上で言う

が）、ごく一握りであろう。（匿名のブロ
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グなどの媒体での表現とは異なる）オー

ディエンスを前にした表現（生きづらさ

自慢や、性の話題のさらけ出し）は、生

きづらさを抱える多くの人々にとっては、

ルビコン川を渡るような行為であろう。

生きづらさを抱えるマジョリティを念頭

においた位置づけという課題が残るとい

うことである。

(C) さらに、分析者側として無条件に

肯定を称揚することの危険性に常に留意

する必要もあろう。たとえば、肯定を是

とすることは、肯定という規範を示しう

ることになり、肯定できない人を批判す

る言説を生みかねないことはすでに多く

の論者が指摘している [eg.田垣 2006]。

肯定が、多様性に満ちた、生きづらさを

持つ人々の生活にとって普遍的な方向性

である保証はない。

生存者の実践が健常者社会に対してど

のようなインパクトを与えるか、逆に社

会がどのようにそれらを受容するのかと

いった相互作用も含め、広く生存者の実

践をとらえていく試みが要請されるはず

であり、そのための端緒として本稿を位

置づけたいと考えている。
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註

1) 「サバイバー」の訳は、訳語として統一す

るなら「生存者」であろうという見解［中

井 1996:387]に基づき「生存者」として

いる。

2) 表現者はそれぞれ表現活動で用いている

本名とは異なるステージネームを用いて

おり、本稿において表現者個人を示す際は、

そのステージネームを用いている。月乃光

司という氏名も本名とは異なる。

3) 新潟公演におけるゲストが病気などの当

事者や精神科医師などであるのに対し、東

京公演では著名なゲストが呼ばれること

が多い。

4)観客は、当事者であると同時に支援者であ

る人など当事者、支援者といった区別は明

確にはできないところもある。

5) 強迫行為は、『DSM-IV-TR精神疾患の分類

と診断の手引』によると次のように定義さ

れ る [American Psychiatric Association 

2000=2003]。(1)反復行動（例：手を洗う、

順番に並べる、確認する）、または心の中

の行為（例：祈る、数を数える、声を出さ

ずに言葉を繰り返す）があり、それらは強

迫観念に反応して、もしくは厳密に適用し

なくてはならない規則に従って行うよう

駆り立てられている感じがする。 (2) その

行動や心の中の行為は、苦痛を防ぐ、もし

くは減らす、または何か恐ろしい出来事や

状況を避けることを目的としている。しか

し、この行動や心の中の行為は、消去や防

御をねらったものとしては、現実的な手段

として筋が通っていない、もしくは明らか

に過剰である。

6)摂食障害は、中枢性摂食異常症ともいわれ、

「心理的な要因で食行動の異常を呈する

疾患で、神経性食欲不振症と神経性大食症

が代表的である。」（難病情報センター）難

病情報センター「難病情報センター［中枢

性摂食異常症 診断・治療指針」

(http://www.nanbyou.or.jp/ 

sikkan/072_i.htm 2010.4.15閲覧）

7) 筆者らが参加した東京公演後の居酒屋で

の交流会では、参加者（観客）たちが自己

紹介するごとに歓声が上がるなどの盛り

上がりを見せていた。初対面であってもす

ぐにうち解けるような、なごやかで明るい

雰囲気のなか、交流会参加者たちは、おも

いおもいの相手と談笑を重ねていた。初対

面の筆者（伊藤）に対してでさえ、例えば

左腕の袖をめくつて傷跡を見せながら生

きづらかった過去を語ってくれる、そうし

た雰囲気には、参加者（観客）たちにとっ
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てこここそが生きづらさや痛みを分かち

合える場であるという安心感と開放感が

あるように見受けられた。

8) 「脳性麻痺とは、受胎から生後 4週間まで

に生じた脳の障害（非進行性病変）にもと

づく、永続的なしかし変化しうる運動およ

び姿勢の異常のこと」である［厚生省脳性

麻痺研究斑会議 1968]。

9)本稿で引用している作品は、一部を引用し

ているのみであること、作品そのものの価

値とは別物であることを記しておく。また、

作品は作者の経験に基づいて作られてい

る要素が強いと思われるが、自己の経験の

みではなく多くの生きづらさをもつ人々

の経験をとりまとめて表現されているこ

とが推察される。
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